































Medication Adherence Scale-8 日本語版を用いてオピオイドの服薬アド
ヒアランスを評価した結果，38.5%の患者が High スコアであり海外の先行
研究に比較し良好だった．一方で，16.7%の患者が「痛みがない時もオピ
オイドがほしいと思うことがある」と回答していた．定期的なモニタリン
グを行いオピオイドの不適切な使用を回避することが重要である． 
また，多変量解析の結果，オピオイドの服薬アドヒアランスには運転の
有無（p=0.024），服薬記録の有無（p=0.037），オピオイドに対する抵抗感
（p=0.024），一般的な薬に対する考え（p=0.001）が有意に関連していた．
運転の有無との関連については，医療者から，危険を伴う機械の操作に従
事しないよう説明を受けていることが影響していると考えられる.一般的
な薬に対する考えについては，日本人を対象とした遺族調査でも関連が示
されている. 
本研究の結果を活かし，患者の生活背景や元来の薬に対する考え方など
を服薬指導時に確認することで薬剤師による迅速で適切な支援が可能に
なると考えられる. 
 
